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１．はじめに 
 三次元点群データを用いて地形情報を取得することが技

術的・経済的に容易になっており，その利用を発展させるこ

とが求められる．地盤情報(三次元点群データを含む)のオー

プン化を進めている．高機能のオープンソース GIS アプリ

（QGIS）により，このデータを活用した CS 立体図を作成

し，災害要因を判読し，広島市所管の路線斜面災害リスク箇

所の抽出を行った事例を紹介する． 

２．路線斜面災害リスク箇所の抽出 
 第 1図に路線斜面災害リスク箇所の抽出の流れ（全地連，

2021）を示す．同箇所の抽出は，机上調査と現地確認からな

る．机上調査では，「既存資料による地域特性の把握」及び

「災害要因の判読」を実施する．このうち「災害要因の判読」

は三次元点群データを用いて作成されたレーザ測量地形図

等による判読を基本とする．現地確認は「机上調査」により

判読した災害要因が現地においても見られるかを確認する

ものである． 

 ここでは，第 2 図に示すオープンデータの 0.5m メッシュ

DEMによるCS立体図を用いて災害地形判読（戸田，2018）

を行った． 

３．調査結果 
調査・確認結果として，分布地質別に路線斜面災害リスク

箇所抽出図（第 3 図）を示す．後続作業となる「リスク箇所

の評価」を行う安定度調査の点検対象項目（以下，点検項目

という）について次に述べる． 

3.1 花崗岩分布地域 

 第 3-1 図の地区は花崗岩分布地域で，路線は浸食が活発

で全体的に急傾斜面の中腹を大・小規模に切土し通る．地形

は痩せ尾根でかつ深い谷となる．曲率は-0.1697～0.1731 を

示す．痩せ尾根に壁岩体が分布する．0 次谷は谷頭に集水地

形があり，その下方の路線沿いに崖錐地形が認められる．切

土ののり肩が遷急線となっている．未対策のり肩で岩盤の

緩みによる落石や土砂崩壊が認められる．また，S 字カーブ

状路線は両切で，のり高約 30m（A-A’断面参照）となる．の

り面対策のモルタル吹付工に湧水と低木着生があり，モル

タル剥離・剥脱が著しい．

点検項目は，高さ 15m 以上の壁岩体（B-B’断面参照）の

岩盤崩壊，及び路線沿いのり肩付近と 0 次谷急斜面の落石・

崩壊となる．さらに，モルタル剥離・剥脱箇所は構造物点検

を加える． 

3.2 砂岩・頁岩混在岩分布地域 

 第 3-2 図の地区は砂岩・頁岩混在岩分布地域で，路線はそ

の山麓部を小規模に切土し通る．地形は比較的開析作用が

進み，尾根は丸み帯びて，谷は浅く広い．曲率は-0.1079～

0.0985 を示す．路線上方斜面は，馬蹄形状の移動ブロック

と滑落崖を伴う，複数の地すべり地形（C-C’断面参照）を示

す．山腹で工事中の林道路肩には開口キレツが連続的に確

認される．一方，地すべり移動ブロックに，一部の樹木根曲

がりを認めるものの，その末端のブロック擁壁に顕著な変

状は認められない．ただし，側溝を埋める土砂は顕著である．

工事中の林道沿いに表層崩壊や開口クラックがあり，市道

に影響する恐れがある．また，谷には崖錐地形が広く分布し，

下流の路線との出合は渓床堆積地形が認められる． 

点検項目は，判読されたブロックの地すべり，荒廃した谷

の土石流，工事中の林道沿いの崩壊・開口キレツに留意した

落石・崩壊となる． 

４．おわりに 
CS 立体図による路線斜面災害リスク箇所抽出のメリッ

トは次の点である．1)災害要因の判読が容易となる．

2)mobile 端末に CS 立体図データを導入できるので，現場

確認が容易となる．3)オープンソース・オープンデータを活

用すれば，コストを抑えることができる．
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